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                                                       作成日　2022　年　11　月　28　日

 環境経営レポート

  運用期間 2021年10月～2022年9月

              Kowa 　 興和建設株式会社
                                                  〒427-0018静岡県島田市旭三丁目9番17号

                                                      TEL:0547-37-6116.ＦAX:0547-35-6789



　私ども興和建設株式会社は、地域の自然環境を考慮し土木建設工事の事業を

通して経営効率を高めると共に、環境負荷の低減・改善に努め環境保全活動を

積極的に行い、環境経営の継続的な改善に努めます。

1.

　節減を図り、二酸化炭素排出量の削減に努めます。

2.

3.

4.

5.

6.

7.

2009年10月31日 制定
2010年10月1日 改定1
2011年10月1日 改定2
2012年10月1日 改定3
2014年10月1日 改定4
2016年10月1日 改定5
2018年8月17日 改定6
2020年10月1日 改定7
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代表取締役　 青島　英昭　　

興　和　建　設　株　式　会　社

環境経営方針

         【基本理念】

　エコドライブに努め、燃料使用量の節減を、節電に対する意識を高め電気使用量の

　節水に対する意識を高め、水使用量の節減に努めます。

　事務用品・建設工事資材のグリーン購入に努めます。

　廃棄物の再生資源の推進を図ります。

　現場において、環境に配慮した機械・資材・作業方法の推進を図るために、

　関係者との協議を積極的に行います。

　環境に関連する法律・条例・規制を遵守し致します。

　地域の環境関連活動に積極的に参加します。

【環境経営方針】



　　　　　興　和　建　設　株　式　会　社

代表者名 　　　　　代表取締役　　青　島　英　昭

対象範囲 対象組織：興和建設株式会社　本社、資材置場 1、資材置場 2

　　 対象活動：建設業（土木、とび・土工、建築、石、管、鋼構造物.舗装、しゅんせつ

　　　　塗装、水道施設及び解体の工事業）

　　　　　　　　　所 在 地 : 本社事務所　　　島田市旭三丁目9番17号 

              資材置場 1　　　島田市阿知ヶ谷714-1

              資材置場 2　　　島田市阿知ヶ谷817-7

環境管理責任者 環境管理責任者　　青島　英昭

連絡先 環境管理事務局 担当者　榛葉生江

TEL：　0547-37-6116　　FAX：　0547-35-6789

MAIL :   kowa917@crux.ocn.ne.jp

許可の有効期間　令和3年7月4日から令和8年7月3日

種類 土木、とび・土工、建築、石、管、鋼構造物、舗装、しゅんせつ、

塗装、水道施設及び解体の工事業

産業廃棄物収集運搬業許可　第02202030000号

許可の有効期間 2020年4月10日から2025年4月9日

種類 廃プラスチック類（石綿含有廃棄物を含む。）、金属くず、

　　 ガラスくず・コンクリートくず及び陶磁器くず（石綿含有廃棄物を含む。）

がれき類（石綿含有廃棄物を含む。）、紙くず、木くず、繊維くず

　　　運搬車両 軽ー1台、3ｔー4台、4ｔー1台

　　　収集運搬実績 無し （自社運搬のみ）

事業の規模 設立

資本金 3,000万円

決算期間 期首10月1日　期末9月30日

268百万　円

781.94㎡

156.53㎡
資材置場 1　　敷地面積　　 8,725.64㎡

資材置場 2　　　 182.12㎡

（基準年）

活動規模 単位

活動期間

従 業 員 人

工事件数 件

Ｐ.3

52期 53期

173 182

2021.10～2022.9

14 14 15 15

291 220

5.

事業の内容 建設業許可　　　 静岡県知事許可（特-3.般-3）第1173号　

6.

1970年12月14日

2018.10～2019.9 2019.10～2020.9 2020.10～2021.10

売上高

事務所・作業場　延床面積

資材置場（事務所・倉庫）床面積

50期 51期

　敷地面積

　敷地面積

4.

　　　　　　　　　　　　　　事業所の概要

1.

事業所名

2.

3.



代表者（社長）

環境管理責任者

   推進リーダー 推進リーダー 推進リーダー

環境取組体制図

代表取締役

青島　英昭

環境管理責任者

青島　英昭

環境管理事務局

榛葉　生江

  総務部門 工事部門 阿知ヶ谷資材置場

・環境経営目標・経営計画書を確認

   青島　佐恵子 横山　昌樹 青島　佑記

全　従　業　員

                    役割・責任・権限
・環境経営に関する統括責任

・環境経営システムの実施に必要な経営資源（人、設備、費用、時間、技

  能) 技術者を用意構築、実施、管理

・環境管理責任者を任命

・環境経営方針の策定・見直し及び全従業員へ周知

・実施体制の確立と全従業員への周知

・代表者による全体の評価と見直し,指示を実施

・経営における課題とチャンスの明確化

・環境経営システムを構築・運用

・環境経営システムの運営状況の代表者への報告

・環境関連法規等の取りまとめ表を確認

・環境経営活動レポートの確認

環境管理事務局 ・環境管理責任者の補佐

・環境への負荷の自己チェック及び環境への取組の自己チェックの実施

・「環境関連法規等取りまとめ表」の作成

・「環境関連法規等取りまとめ表」に基づく順守評価の実施

・環境経営目標・環境経営計画書原案・環境活動の実績集計の作成

・自部門の問題点の発見、是正、予防処置

全従業員 ・環境経営方針の理解と環境への取組の重要性を自覚

・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加

・環境経営の啓蒙・教育の推進

・環境関連の外部コミュニケーションの窓口

・環境経営レポートの作成、公開(事務所に備付けと地域事務局への送付)
部 門 長
（推進リーダー）

・自部門における環境経営システムの実施

・自部門における環境経営方針の周知

・自部門の従業員に対する教育訓練の実施

・自部門に関連する環境経営計画の実施及び達成状況の報告

・特定された項目の手順書作成及び運用管理

・自部門の特定された緊急事態への対応のための手順書作成
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削減率 ％

排出量の削減
（kg-
CO2）

購入電力1 ｋＷｈ

購入電力2 ｋＷｈ

購入電力3 ｋＷｈ

購入電力4 ｋＷｈ

購入電力5 ｋＷｈ

購入電力6 ｋＷｈ

総購入電力 ｋＷｈ

ガソリン Ｌ

建設現場等の軽油 Ｌ

灯油 Ｌ

削減率 ％

上水道 ｍ3

削減率 ％

一般廃棄物 kg

産業廃棄物 ｔ

グリーン購入

環境に配慮した事業の実施

環境経営目標

10,710.0 10,688.6

項目 単位

2020.10～2021.9.302018.10～2019.9.30 2021.10～2022.9.30 2022.10～2023.9.30

23,960.5

6,680.2

42.8

9.0

4.0

1.0

24,056.7 24,008.6

2,247.2 2,242.7 2,238.2 2,233.7

廃棄物排出量

-0.2

環境経営目標

二酸化炭素排出量

-0.2 -0.4 -0.6

基準年実績
(50期)

52期目標 53期目標 54期目標

3,946.0 3,938.1

6,707.0

43.0

9.0

　　　　　　　　　　　2021年10月15日現在

3,930.2 3,922.3

84,536.7

-0.4 -0.6

168.2 167.9 167.5 167.2

84,367.6 84,198.6 84,029.5

7,471.0 7,456.1 7,441.1 7,426.2

6,666.8

42.7

8.9

4.0

9.0

4.0

1.0

Ｐ.5

6,693.6

42.9

水使用量

-0.2 -0.4 -0.6

203.0 202.6 202.2 201.8

4.0

23,912.4

1.01.0

10,667.2 10,645.7

環境経営計画のみ対応とする。

環境経営計画のみ対応とする。

33.0 32.9 32.9 32.8



１００万当

406百万

CO2排出量 （kg-CO2） 207.4 98.9 ％ × 65.3 ％ ×

購入電力① 24KW ｋＷｈ 9.7 92.5 ％ × 61.1 ％ ×

購入電力② 15KW ｋＷｈ 16.5 137.3 ％ ○ 90.7 ％ ×

購入電力③ 30A ｋＷｈ 0.1 77.9 ％ × 51.4 ％ ×

購入電力④  3KW ｋＷｈ 0.0 - ％ ○ - ％ ○

購入電力⑤ 15A ｋＷｈ 0.0 399.2 ％ ○ 263.5 ％ ○

購入電力⑥ 20A ｋＷｈ 0.0 - ％ ○ - ％ ○

総購入電力 ｋＷｈ 26.3 116.3 ％ ○ 76.8 ％ ×

ガソリン Ｌ 18.3 74.5 ％ × 49.2 ％ ×

建設現場等の軽油 Ｌ 59.0 107.5 ％ ○ 71.0 ％ ×

灯油 Ｌ 0.1 65.7 ％ × 43.4 ％ ×

水使用量 上水道 ｍ3 0.5 122.5 ％ ○ 80.9 ％ ×

一般廃棄物 kg 0.4 87.4 ％ × 57.7 ％ ×

産業廃棄物 ｔ 5.5 342.2 ％ ○ 225.9 ％ ○

※基準は（基準50期（2018.10～2019.9）とする。

　　ガソリン【2.32kg/CO2/Ｌ】・軽油【2.58kg/CO2/Ｌ】・灯油【2.49kg/CO2/Ｌ】を使用。
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電力

ガソリン

建設現場等の軽油

灯油

水

一般廃棄物

・売上金額での比較は難しいが、全体での使用量では達成している。

・従業員の昼食等・資材購入時の簡易包装の処分が増えた

・リサイクル分別管理を更に実施

・天候の変化により室内の温度調節が頻繁に必要となった。

・温度調節の器具のフィルター等の清掃管理をする。

・市外の施工現場が増えている。

・遠距離の工事の受注をしない。

・仕掛工事が多かった為。100万当りでは達成出来なかった。

・売上金額での比較は難しいが、全体での使用量では達成している。

・朝礼の間のストーブに使用のものだが、短時間の中調整がされていない。

・強弱の調整に心掛ける。

・仕掛工事が多かった為。100万当りでは達成出来なかった。

原因分析

是正処理

原因分析

是正処理

※CO2排出係数は、基準年の中部電力(株)2018の(2019.7.22発表）【0.472kg/CO2/Kwh)】

※産業廃棄物は（2021.4～2022.3）の報告書によります。

0.2

0.0

項目 単位

6,680.2

二酸化炭素排出量

84,198.6 317.6

3,930.2 15.9

32.9

22,284.2

達成

１００万当

達成

比

目標 実績

85,126.5

10,667.2 9,169.0 34.2

4,864.0

268百万

2022年11月18日作成

比

0.0

原因分析

18.1

23,960.5

原因分析

是正処理

原因分析

是正処理

原因分析

是正処理

是正処理

0.0

4,249.0

53期（2021.10～2022.9.30）

１００万当

環境経営目標と実績

廃棄物排出量

167.5 0.7

2,238.2 2.4

42.8

9.0

4.0

1.0

0.2

83.1

55.0

654.0

50.0

165.0

191.7

0.0

1.0

0.0

7,441.1 37.39,991.9

202.2 0.6



環境経営目標と経営計画及び実績（毎月・３ケ月毎の中間目標及び実績数値）

　 評価　○：達成　×：未達

2/4期 3/4期 4/4期

10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 1/4期 2/4期 3/4期 4/4期

基準年（50） 5,593.60 8,375.93 10,316.13 9,389.66 8,079.60 5,397.64 4,384.92 4,123.55 4,808.63 10,103.16 7,869.17 6,094.33 84,536.32 24,285.66 22,866.90 13,317.10 24,066.66

二酸化炭素の削減 ・下記の各項による。
計画 5,571.23 8,342.42 10,274.87 9,352.11 8,047.28 5,376.05 4,367.38 4,107.06 4,789.39 10,062.75 7,837.69 6,069.95 84,198.17 24,188.52 22,775.44 13,263.83 23,970.39

・注1）計画=基準年×0.998 累計 5,571.23 13,913.65 24,188.52 33,540.62 41,587.90 46,963.95 51,331.33 55,438.39 60,227.78 70,290.54 78,128.22 84,198.17 24,188.52 46,963.95 60,227.78 84,198.17

実績 4,128.59 4,256.88 6,049.21 3,906.14 6,979.65 6,923.20 13,855.95 7,241.16 6,488.93 6,132.79 13,693.61 5,470.40 85,126.52 14,434.68 17,808.99 27,586.05 25,296.80

累計 4,128.59 8,385.47 14,434.68 18,340.82 25,320.48 32,243.67 46,099.62 53,340.79 59,829.72 65,962.51 79,656.12 85,126.52 14,434.68 32,243.67 59,829.72 85,126.52

実績/基準 73.8% 50.8% 58.6% 41.6% 86.4% 128.3% 316.0% 175.6% 134.9% 60.7% 174.0% 89.8% 100.7% 59.4% 77.9% 207.1% 105.1%
各換算値 評価 ✕ ✕ ✕ ○ ✕ ✕ ✕ ✕ ✕ ○ ○ ✕ ✕ 〇 〇 ✕ 〇

基準年（50） 682.00 867.00 1,119.00 1,387.00 1,243.00 1,097.00 597.00 617.00 642.00 868.00 851.00 740.00 10,710.00 2,668.00 3,727.00 1,856.00 2,459.00

計画 679.27 863.53 1,114.52 1,381.45 1,238.03 1,092.61 594.61 614.53 639.43 864.53 847.60 737.04 10,667.16 2,657.33 3,712.09 1,848.58 2,449.16

累計 679.27 1,542.80 2,657.33 4,038.78 5,276.81 6,369.42 6,964.03 7,578.56 8,218.00 9,082.52 9,930.12 10,667.16 2,657.33 6,369.42 8,218.00 10,667.16

実績 587.00 733.00 943.00 943.00 1,146.00 1,134.00 616.00 490.00 605.00 688.00 665.00 619.00 9,169.00 2,263.00 3,223.00 1,711.00 1,972.00

累計 587.00 1,320.00 2,263.00 3,206.00 4,352.00 5,486.00 6,102.00 6,592.00 7,197.00 7,885.00 8,550.00 9,169.00 2,263.00 5,486.00 7,197.00 9,169.00

実績/基準 86.1% 84.5% 84.3% 68.0% 92.2% 103.4% 103.2% 79.4% 94.2% 79.3% 78.1% 83.6% 85.6% 84.8% 86.5% 92.2% 80.2%
0.472 平成28年度係数 評価 ○ ○ ○ ○ ○ ✕ ✕ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 〇 〇

基準年（50） 770.30 545.73 677.91 486.14 759.16 254.45 750.16 565.93 557.20 896.07 1,000.47 207.49 7,471.01 1,993.94 1,499.75 1,873.29 2,104.03

計画 767.22 543.55 675.20 484.20 756.12 253.43 747.16 563.67 554.97 892.49 996.47 206.66 7,441.13 1,985.96 1,493.75 1,865.80 2,095.61

累計 767.22 1,310.77 1,985.96 2,470.16 3,226.28 3,479.72 4,226.87 4,790.54 5,345.51 6,238.00 7,234.47 7,441.13 1,985.96 3,479.72 5,345.51 7,441.13

実績 485.57 151.97 637.68 429.79 682.84 820.36 3,622.73 612.36 674.20 685.24 532.55 656.56 9,991.85 1,275.22 1,932.99 4,909.29 1,874.35

累計 485.57 637.54 1,275.22 1,705.01 2,387.85 3,208.21 6,830.94 7,443.30 8,117.50 8,802.74 9,335.29 9,991.85 1,275.22 3,208.21 8,117.50 9,991.85

実績/基準 63.0% 27.8% 94.1% 88.4% 89.9% 322.4% 482.9% 108.2% 121.0% 76.5% 53.2% 316.4% 133.7% 64.0% 128.9% 262.1% 89.1%

2.32 評価 ○ ○ ○ ○ ○ ✕ ✕ ○ ✕ ○ ○ ✕ ✕ 〇 ✕ ✕ 〇

基準年（50） 1,350.62 2,592.31 3,174.54 2,948.51 2,221.57 1,662.61 915.80 976.50 1,245.31 2,951.39 1,994.73 2,022.81 24,056.70 7,117.47 6,832.69 3,137.61 6,968.93

計画 1,345.22 2,581.94 3,161.84 2,936.72 2,212.68 1,655.96 912.14 972.59 1,240.33 2,939.58 1,986.75 2,014.72 23,960.47 7,089.00 6,805.36 3,125.06 6,941.05

累計 1,345.22 3,927.16 7,089.00 10,025.72 12,238.40 13,894.36 14,806.50 15,779.09 17,019.42 19,959.00 21,945.75 23,960.47 7,089.00 13,894.36 17,019.42 23,960.47

実績 1,036.90 1,379.20 1,598.72 935.71 1,881.61 1,728.61 2,000.18 2,166.36 1,798.15 1,635.00 4,707.06 1,416.67 22,284.17 4,014.82 4,545.93 5,964.69 7,758.73

累計 1,036.90 2,416.10 4,014.82 4,950.53 6,832.14 8,560.75 10,560.93 12,727.29 14,525.44 16,160.44 20,867.50 22,284.17 4,014.82 8,560.75 14,525.44 22,284.17

実績/基準 76.8% 53.2% 50.4% 31.7% 84.7% 104.0% 218.4% 221.8% 144.4% 55.4% 236.0% 70.0% 92.6% 56.4% 66.5% 190.1% 111.3%

2.58 評価 ○ ○ ○ ○ ○ ✕ ✕ ✕ ✕ ○ ✕ ○ ○ 〇 〇 ✕ ✕

基準年（50） 52.00 24.00 14.00 63.00 23.00 27.00 203.00 52.00 38.00 63.00 50.00

計画 51.79 23.90 13.94 62.75 22.91 26.89 202.19 51.79 37.85 62.75 49.80

・節水の推進 累計 51.79 75.70 89.64 152.39 175.30 202.19 51.79 165.34 152.39 377.48

(雨水・河川の利用・水道水使用活用他） 実績 31.00 34.00 28.00 27.00 24.00 21.00 165.00 31.00 62.00 27.00 45.00

累計 31.00 65.00 93.00 120.00 144.00 165.00 31.00 158.00 120.00 309.00

実績/基準 59.6% 141.7% 200.0% 42.9% 104.3% 77.8% 81.3% 59.6% 163.2% 42.9% 90.0%

評価 ○ ✕ ✕ ○ ✕ ○ ○ 〇 ✕ 〇 〇

基準年（50） 14.50 5.70 15.00 14.00 13.80 27.80 10.10 15.60 12.50 12.20 14.40 12.60 168.20 35.20 55.60 38.20 39.20

・社内外のペーパーレス化（メール等の活用） 計画 14.44 5.68 14.94 13.94 13.74 27.69 10.06 15.54 12.45 12.15 14.34 12.55 167.53 35.06 55.38 38.05 39.04

・両面コピー、裏紙使用の推進 累計 14.44 20.12 35.06 49.00 62.75 90.44 100.50 116.03 128.48 140.64 154.98 167.53 35.06 90.44 128.48 167.53

・使用済みペットボトル・ダンボール等資源回収の利用 実績 12.40 11.20 10.30 14.40 13.20 19.00 18.30 24.40 19.90 9.20 15.00 24.40 191.70 33.90 46.60 62.60 48.60

・環境プラザ等の環境関連施設の見学 累計 12.40 23.60 33.90 48.30 61.50 80.50 98.80 123.20 143.10 152.30 167.30 191.70 33.90 80.50 143.10 191.70

・産業廃棄物の分別を徹底し、リサイクル化の推進 実績/基準 85.5% 196.5% 68.7% 102.9% 95.7% 68.3% 181.2% 156.4% 159.2% 75.4% 104.2% 193.7% 114.0% 96.3% 83.8% 163.9% 124.0%

評価 ○ ✕ ○ ✕ ○ ○ ✕ ✕ ✕ ○ ✕ ✕ 〇 〇 〇 ✕ ✕

基準年（50） 0.00 5.00 10.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 18.00 33.00 15.00 0.00 0.00 18.00

計画 0.00 4.98 9.96 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 17.93 32.87 14.94 0.00 0.00 17.93

累計 0.00 4.98 14.94 14.94 14.94 14.94 14.94 14.94 14.94 14.94 14.94 32.87 - - - -

実績 20.00 20.00 10.00 50.00 20.00 30.00 0.00 0.00

累計 20.00 20.00 20.00 40.00 40.00 50.00 50.00 50.00 50.00 50.00 50.00 50.00 - - - -

実績/基準 - 0.0% 0.0% - - - - - - - - - 151.5% 133.3% - - 0.0%
2.49 評価 ✕ ✕ 〇

公共用水域 ｍ3

総水使用量
0.4％削減
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単純焼却
0.4％削減 Kg
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排

水

量
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生

二

酸

化

炭

素

の

内

訳

L

ガソリン使用量の削減

　　前年の1%削減

ガソリン使用量
0.4％削減

CO2への換算
（kg-CO2/L）

L

軽油使用量の削減

　　前年の1%削減

軽油使用量
0.4％削減

CO2への換算
（kg-CO2/L）

・経済運転の推進（急発進・急停車の禁止）
・車輌別の燃料の記録
・建設機械使用の効果率(アイドリングストップ）
・能率的な車輌使用（現場車輌の合い乗り）

二

酸

化

炭

素

の

合

計

KWh

電力の削減 電力使用量
0.4％削減

・使用時以外のトイレ、応接室等不要照明の消灯
・ＯＡ機器他退社時の電源オフ
・温度設定（夏27°・冬23°）
・ブラインド等による室温調整

CO2への換算
（Kg-CO2/KWh）

二

酸

化

炭

素

の

合

計

Kg-CO2

基準期（50期
平均）対

比:0.4％削減

CO2換算値合計
          (kg-CO2)

            53期（2021年10月～2022年9月）

№ 中長期目標 年度目標 活動方法・計画 活動
1/4期

合計
3ヶ月毎チェック表

基準年50期：2018年10月～2019年9月

Ｐ.7

L

灯油使用量の削減

　　前年の1%削減

灯油使用量
0.4％削減

CO2への換算
（kg-CO2/L）



NO. 環境負荷項目 単位 物量 料金（円）

1 電力（中部電力） kwh 9,169.00 587,391            

2 ガソリン L 9,991.85 1,082,705         

3 軽油 L 22,284.17 2,697,761         

4 灯油 L 50.00 5,155               

5 一般廃棄物 kg 191.70 0

6 産業廃棄物（有償） ton 654.00 2,728,010         

7 上水使用量 ｍ3 165.00 43,854             

合計 7,144,876         

P.8

53期　主要な環境負荷（物量・金額）集計表

環境負荷要素の料金比較

電力（中部電力）

8%

ガソリン

15%

軽油

38%

灯油

0%

一般廃棄物

0%

産業廃棄物

（有償）

38%

上水使用量

1%



環境経営活動の取組結果の評価と次期の取組内容

（53期）活動 次期（54期）の取組内容

・ 使用時以外のトイレ、応接室等不要照明の消灯 〇

・ ＯＡ機器他退社時の電源オフ ○

・ 温度設定（夏27°・冬23°） ×

・ ブラインド等による室温調整 ○

・ 深夜電力給湯器の使用中止の継続 ○

・ 経済運転の推進（急発進・急停車の禁止）車両の点検・整備 ○

・ 車輌別の燃料の記録・点検・整備 ○

・ 車両・建設機械使用の効果率(アイドリングストップ） ×

・ 能率的な車輌使用（現場車輌の合い乗り） 〇

・ 節水の推進(雨水・河川の利用・水道水使用活用他） 〇 継続実施

・ エコマーク・グリーンマーク表示製品の購入推進 〇 継続実施

・ 社内外のペーパーレス化（メール等の活用） 〇

・ 両面コピー、裏紙使用の推進 〇

・ 使用済みペットボトル・ダンボール等資源回収の利用 〇

・ 環境プラザ等の環境関連施設の見学 × コロナ禍自粛

・ 産業廃棄物の分別を徹底し、リサイクル化の推進 〇 継続実施

・ 道路愛護等清掃ボランティアに参加 ○ 継続実施

・
各現場及び周辺の清掃・不法投棄物の処理による環境の改善　環
境に配慮した機械・資材・作業方法の推進効率的な現場施工・資
材等の使用に努める。

継続実施

・ 重機SK40SR-2(2次排ガス対策型)からU-40-6E(3次排ガス対策型）に変更 継続実施

P.9

項　目 取組結果の評価

電気使用量の削減

環境に配慮した事業 ○

燃料資源の削減

継続実施

使用開始時に点灯して使用していた。

使用者が個々に電源をオフにしていた。

気温の変化が激しく徹底出来なかった。

冬でもガス・深夜電力の給湯器の使用を中止出来た。

手作りによるカーテン他で室内の温度調節を継続実施した。

継続実施

水使用の削減
使用する際残り水をモップ洗い・植木に使ったりし無駄な使い方を
しない様努める継続的な実施の成果。

グリーン製品の購入 エコマーク・グリーンマークの物で合っても必要以上の購入は控えた。

車検・年一度の建設機械の特定自主点検は確実に実行された。
車両の月に1度のアワメーターのチェック・車種別の燃料使用量の確認は継続できて
いる。更に、整備会社の協力を求めたい。

自主的にアイドリングストップは実行出来なかった。

現場毎の段取により車両使用の確認が出来ていた。

継続実施

地域活動に参加
令和4年8月11日
島田建設業協会道路愛護運動ボランティア（清掃活動）に参加。
　　実施場所　　（主）焼津森線　　相賀橋～上相賀橋

廃棄物のリサイクル
排出量の削減

メールの活用で資料をやりとりする事が常とする意識が身についた。

事務所内の裏紙使用は確実行われている。

個人ペットボトルは個人での処分を指示し、ダンボール等は、業者の協力で資源回収した。

計画は立てられなかった。

発注先・処理業者の指示に従い分別を行った。

不法投棄は現場及び周辺では、見られなかった。
産業廃棄物の処理はマニフェストにより徹底した処理ができた。
機械等の使用には、排気ガス対策型の対応の建設機械活用による
環境に配慮する事を引き続き努めたい。

3次排ガス対策型で大気環境に与える負荷の低減できた。



温度調整（ロッカールーム） 温度調整（高窓ブラインド）

環境配慮の取組

温度調整（会議室）

電気使用量・プロパンガスの削減中止

事務所電気温水器使用中止

　

温度調整（事務所給湯室カーテン）

プロパンガス撤去

事務所給湯中止



9.環境関連法規などの遵守状況の確認及び評価の結果、並びに違反、訴訟などの有無

１． 環境関連法規の遵守状況

　当事業所に適用される環境関連法規の遵守状況を確認した結果、違反はありませんでした。

確認年月日2022/10/31

条項 適用内容または規制基準値 備考 遵守評価

廃棄物処理法（廃棄物の処理及び清掃に
関する法律）　　排出事業者 産業廃棄物運搬業者並びに処分業者との委託契約 契約書の締結 ○

第12条の3第8項 マニフェストの管理 Ａ・Ｂ2票10日以内 ○

第12条の3第3項 マニフェストの期間内返却 Ｄ票：９０日以内、Ｅ票：１８０日以内 ○

第12条の3第2項 マニフェストの保管 5年間 ○

第16条 投棄禁止 不法投棄をおこなわない ○

第12条の2 廃棄物の悪臭・飛散防止 車両荷台にｼｰﾄで覆う等 ○

第12条の3第7項 産業廃棄物管理票交付等状況報告 6月30日までに知事に報告 ○

第12条の2 産業廃棄物保管場所への掲示板の設置 掲示板設置 ○

第12条の3第8項 産業廃棄物管理票の期間内未返却時の県知事への報告 返却期間終了後30日以内に知事に報告 ○

第12条の2第10、11項 産業廃棄物多量排出事業者の処理計画及び実施状況報告 6月30日までに知事に報告 ○

第6条の2第6項 産業廃棄物排出事業所との委託契約 契約書の締結 該当なし

第12条の3第8項 マニフェストの管理 Ｄ票、Ｅ票の返却 該当なし

第12条の3第3項 マニフェストの返却 90日以内または180日以内 該当なし

第12条の3第2項 マニフェストの保管 5年間保存 該当なし

第12条の3第7項 マニフェストの年間集計と報告 6月30日までに知事に報告 ○

第16条 投棄禁止 不法投棄禁止 該当なし

第12条の2 廃棄物の悪臭・飛散防止 車両荷台にｼｰﾄで覆う等 該当なし

第5条 建設業者の責務 分別の励行、リサイクルの推進 ○

第9条 対象建設工事受注者又は自主施工者の分別解体等の実施
解体工事-床面積合計80㎡以上
新築・増築工事-床面積合計500㎡以上
その他の工作物に関する工事（土木工事等－請負代金額500万円以上）

○

第10条 対象建設工事の発注者又は自主施工者の対象工事の届出 発注者に工事計画等を説明し工事着手7日前までに市長に届出書を提出 ○

第12条 対象建設工事受注者の発注者への届出事項の説明 ○

第16条 対象建設工事受注者の再資源化等の実施 ○

第18条
対象建設工事の元請業者による発注者への特定建設資材廃棄物の再資
源化工事等の完了報告

発注者への完了報告 ○

第31条 技術管理者の設置（解体工事の監督） ○

第14条 特定建設作業の実施の届出 バックホウ（原動機定格出力80KW以上）を使用する作業 ○

第15条 特定施設の届出改善勧告及び改善命令 規制基準の遵守（指定地域・時間帯規制） ○

第14条 特定建設作業の実施の届出 くい打機 該当なし

第15条 特定施設の届出改善勧告及び改善命令 規制基準の遵守（指定地域・時間帯規制） ○

第10条 浄化槽の保守点検及び清掃に実施 保守点検及び定期清掃の実施 ○

第10条の2 浄化槽の使用開始報告書の提出 使用開始から30日以内に県知事へ提出 ○

第11条 指定検査機関による水質に関する検査の実施 法定検査の実施（１回／年） ○

家電リサイクル法（特定家庭用機器再商品化法） 第6条
特定家庭用機器廃棄物の収集・運搬をする者等への適切な引き渡し、料
金の支払

指定家電（テレビ・冷蔵庫他）廃棄時のサイクル料金の支払 該当なし

第8条 使用済自動車の引渡義務 該当なし

第73条 使用済自動車の引き取り業者への引き渡し リサイクル料金の支払（廃車時） 該当なし

第16条
冷凍空調機器：全ての第一種特定機器が対象・自身での「簡易点検(３ヶ
月に１回以上)」

事務所内エアコン ○

第41条 第1種特定製品廃棄等実施者の引渡義務 製品管理者のフロン類回収業者へのフロン類の引き渡し義務 該当なし

第3条の１ 国土交通大臣に対する特定・一般建設業の許可の申請 許可の有効期間　令和3年7月4日から令和8年7月3日 ○

第26条第１項 主任技術者の設置 各現場毎提出 ○

第26条第2項 監理技術者の設置 各現場毎提出 ○

省エネ法（エネルギーの使用の合理化に関する法律） 第4条 エネルギー使用量の合計が１，５００Ｌ／年以上の事業者は届出 エネルギー使用量の把握 該当なし

水道法 第25条の2 指定給水装置工事事業者の指定 該当なし

下水道法 第22条 資格取得に必要な下水道技 術に関する実務経験年数 監督管理等 ○

河川法 第50条第1項 ダムの適正な維持、操作、管理 該当なし

第71条 騒音に係る特定建設作業の実施の届出（工事開始7日前） くい打機・さく岩機・バックホウ等の作業 ○

第72条 改善勧告及び改善命令 規制基準の遵守 ○

第88条 振動に係る特定建設作業の実施の届出（工事開始7日前） くい打機・舗装版破砕機・ブレーカー等の作業 ○

第89条 改善勧告及び改善命令 規制基準の遵守 ○

第8条 産業廃棄物管理責任者の設置 事業者 ○

第10条 委託先の実地確認 現地確認記録（産業廃棄物管理票）の保管 ○

環境基本法 第8条 自主努力義務、行政への協力 EA21の取組 ○

地球温暖化対策推進法 第5条 自主努力義務、行政への協力（温室効果ガス抑制措置） EA21の取組 ○

循環型社会形成推進基本法 第11条 廃棄物の３R及び適正処理の推進
廃棄物の分別、行政への協力（廃棄物等の内、有用な物の
循環的な利用を促進）

○

リサイクル法（資源の有効な利用の促進に関する法律） 第4条 指定再資源化製品のリサイクルへの協力（適正廃棄） 該当なし

グリーン購入法（国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律） 第5条 事業者の責務（国等の施策への協力等） 物品の購入、借り受け等する場合の環境物品等の選択 ○

２． 違反、訴訟等の有無

関係機関からの指摘、利害関係者からの訴訟は過去３年間ありませんでした。 P.11

法規・条例・規制

廃棄物処理法（廃棄物の処理及び清掃に関す
る法律）　　排出事業者

廃棄物処理法（廃棄物の処理及び清掃に関す
る法律）　収集運搬事業者

建設リサイクル法（建設工事に係る資材の再資源
化等に関する法律）

騒音規制法

振動規制法

浄化槽法

責務
・

努力
法令

自動車リサイクル法（使用済自動車の再資源
化等に関する法律）

フロン排出抑制法（フロン類の使用の合理化
及び管理の適正化に関する法律）

建設業法

静岡県条例

静岡県生活環境の保全等に関する条例

静岡県産業廃棄物の適正な処理に関する条例



実施場所　　（主）焼津森線　　相賀橋～上相賀橋

道 路 愛 護 運 動 （2022年8月11日）

カーブミラー清掃

収　集・清　掃
道路標識・カーブミラー清掃

草　刈　り　作　業・道　路　清　掃

積み込み



責任者 活動

榛葉（生） 毎日

青島（英） 毎日

榛葉（生） 毎日

青島（佐） 毎日

外村・佑記 毎日

榛葉・佑記 毎月

外村・八木 毎月

外村・佑記 毎日

榛葉 毎日

榛葉（生） 毎日

八木 毎日

青島（佐） 対象日・月

青島（英） 自粛

青島(佑） 毎回

地域活動に参加 榛葉 対象月

環境に配慮した事業 外村 対象時

　　次年度の主要な環境経営活動計画（54期）　

水使用の削減 節水の推進(雨水・河川の利用・水道水使用活用他）

次年度の主要な環境経営目標（54期）及び
次年度の主要な環境経営活動計画（54期）

2022年11月25日確認

項　目 活動

電気使用料の削減

使用時以外のトイレ、応接室等不要照明の消灯

ＯＡ機器他退社時の電源オフ

温度設定（夏27°・冬23°）

ブラインド ・カーテン等による室温調整

燃料資源の削減

経済運転の推進（急発進・急停車の禁止）

建設機械・車輌別の燃料の記録・点検・整備

建設機械使用の効果率(アイドリングストップ）

能率的な車輌使用（現場車輌の合い乗り）

※　次年度の環境経営目標（54期）は、レポート前半の中長期「環境経営目標」の54期目標で明示している。

道路愛護等清掃ボランティアに参加（感染防止対策）

各現場及び周辺の清掃・不法投棄物の処理による環境の改善。
環境に配慮した機械・資材・作業方法の推進効率的な現場施
工・資材等の使用に努める

廃棄物のリサイクル
排出量の削減

社内外のペーパーレス化（メール等の活用）

両面コピー、裏紙使用の推進

使用済みペットボトル・ダンボール等資源回収の利用

環境プラザ等の環境関連施設の見学

産業廃棄物の分別を徹底し、リサイクル化の推進



2022 年　 11　 月　25　 日

2022 年　11 月 25 日　上記の通り全体評価と見直しを実施しました

代表取締役　：　青島　英昭

11.代表者による全体の評価と見直し・指示

見
直
し
関
連
情
報

項　　目 確認 見直しの結果

1 エコアクション２１　８文書・８記録 ○ 問題なし（必要に応じて新規策定、見直し・改定）

2 環境目標及び目標達成状況 ○

○ 問題なし、周辺住民からの苦情・要望等は無し

3 環境活動計画及び取組の実施状況 ○ 取組は問題なく実施できている

7 その他（教育・訓練・緊急対応等） ○ 問題なし（必要に応じて教育訓練や緊急対応を実施）

4 環境関連法規要求一覧及び遵守状況

5 コミュニケーション対応・実施状況

6 問題点の是正・予防実施状況

電力・化石燃料・一般廃棄物が目標未達成

該当する環境関連法規は遵守できている

有・無

変更の
　必要性

変更の必要性「有」の場合の指示事項

○

○ 地元には”工事のお知らせ”通知の資料を配布

2 環境目標・計画 有・無
環境目標と実績の比について変更の必要性につ
いての検討が必要

3 環境活動取組項目

4 環境に関する組織 有・無

当りでの比較は50期（基準年度）を100とすると、53期は66％と大幅に売上高が減少してしまい、環境効率指標(原単位)

での評価は難しかった。

環境目標と実績の比について変更の必要性について検討したい。

資材置場1以外では達成できなかった。基準年と比較し53期の売上金額が66％と大きく低下した為、売上高100万円

代
表
者
に
よ
る
評
価
・
見
直
し
指
示

項　　目

1 環境方針 有・無

代表者の全体評価・コメント

総合的には半分以上達成した項目があるが、売上金額による100万円当りの比較で電力はほとんど達成出来なかった。

5 その他のシステム要素 有・無

6 その他外部対応等 有・無
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